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子
ど
も
達
を
め
く
る

不
幸
な
事
件
が
多
発
し

て
い
ま
す
　
登
下
校
崎

だ
け
で
な
く
　
地
域
全

体
で
子
ど
も
た
ち
を
守

る
運
動
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同

時
に
安
全
教
育
を
子
ど

も
会
で
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
　
子
ど
も
会
育
成
会

で
も
と
検
討
を
お
醸
い
い
た
し
ま
す

さ
て
　
子
ど
も
達
の
居
場
所
が
地
域
に
あ
り
ま
す

か
？
こ
の
店
場
所
作
り
は
子
ど
も
会
だ
け
で
な
く
　
各

団
体
が
共
通
の
課
題
と
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す

一，
ン
マ
」
と
か
　
「ヨ
ン
マ
」
と
呼
ば
れ
る
要
素
が

特
徴
で
す

　

一
つ
は
　
時
間
　
　
二
つ
は
　
望
田

三
つ
め
は
　
や
間
　
で

「サ
ン
マ
≡
で
す
。
「
ヨ
ン
マ
」

と
は
　
団
体
円
　
を
加
え
た
も
の
で
す
。

こ
の
三
つ
の

（四
つ
）
雲
素
を
加
え
た
子
ど
も
会
花

動
を
　
子
ど
も
会
だ
け
で
な
く
学
校
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
公
民

館
や
児
重
盟
　
高
校
　
大
学
　
病
院
や
福
祉
施
設
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
企
業
が
関
わ
る
こ
と
で
　
よ
り
多

様
な
活
動
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
．

子
ど
も
の
安
全
を
痕
優
先
に
し
な
が
ら
　
地
域
の
諸

団
体
と
企
業
が
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
子
ど
も
達
ｔ
の
関

わ
り
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。今

後
と
も
　
子
ど
も
会
活
動
に
裕
別
の
こ
理
解
　
こ

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
こ
葉
拶
と
い
た
し
ま

す
。

ど
も
会
　
宇
区
子
ど
も
会
の
活
動
が
重
用
視
さ
れ
る
時

期
が
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

も
う
少
し
の
間
　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す

第
四
十
二
回
指
定
都
市
子
ど
も
会

育
成
研
究
協
議
会
会
長
表
彰
を
う
け
て

庚
午
学
電
子
ど
も
会
育
成
歯
議
会

会
長
　
竹
吉
　
卓
夫

こ
の
度
　
北
の
大
地
　
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第

４２
回
指
定
都
市
子
と
も
会
育
成
研
究
協
議
会
会
長
表
彰

を
受
賞
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

地
域
活
動
に
摸
わ
る

も
の
と
致
し
ま
し
て
は
大
変
喜
ば
し
い
事
で
あ
り
ま

す
　
こ
れ
も
　
学
区
子
ど
も
会
　
茜
区
子
連
の
役
員
の

皆
様
　
他
団
体
の
方
々
　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
実
顔

に
支
え
ら
れ
た
受
賞
と
皆
様
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す

学
区
指
専
員
に
は
し
ま
り
　
現
在
の
字
区
会
長
　
西
区

子
連
研
修
部
長
の
大
役
を
仰
せ
付
か

っ
て
い
ま
す
が

こ
の
間
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
の
出
会
い
が
あ
り
実

顔
が
あ
り
ま
し
た
　
こ

の
こ
と
が
私
の
支
え
に

な
り
永
さ
に
渡
り
お
せ

話
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が

逮
近
子
ど
も
た
ち
に
対

す
る
凶
悪
犯
罪
が
相
次

ぎ
発
生
し
　
遊
び
場
が

歓
め
ら
れ
無
く
な
り
つ

つ
あ

る

の
が
現
状

で

す
　
ま
す
ま
す
単
位
子
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初めてたてぐたの在字パヱrきてと7宅奏ιか共ギ″o

みとttう モまkあらの1ど大安ぞぅ('1ど ,捧 りました

大夕の手どモたちカミ求てぐれ■のそ
い
うれしか,(ぜすo

子ビ宅末う刀ヾ 衆 ιkうにしているの〔男て、私モ黎り 芋t

子と
Ⅲをたうすぐはしやいて

Ⅲ
いみの七月て名tうれtか。たて力o

みんな方ヾ  奏 しりて 執 茉t象 cヽりて…。
○○

とて～ ぃしヽ企巨ぞ、、と民しヽました。 イc台与が'7浮 D秘 風

r第

2 6回 競 子 ども瑠 控楽
ぁ

萌 卿 仰 子湧 対射酪海ポ引コ レ

,4つ 子ども力 と家広 殻 部が6与区、作品の前が8学スで行われました。

今年よ 演夕の部力り=諄 っヽたのです力す 内小略どの守区ttすはちしいものでした。本当に踏さ勅 ｀

一生島今k hlttt'■たことが
 ぇ かヽかりました。又 作 品の努にかいても す ばウしい作品はかり

で 宏左員の方も生をとホのに大究だったようです。毎年このようにすVfうしいカ ヒ客がでことのも

4学 匠のて,を の方大の業およ指奪があるかうだと沼います。来年も多くのギ匠になれ していただい

て す ばぅしい文イと祭にして預とたいこ恩います。 労 と軒民  浴 村 博丈

《泉
猛寮摯  人 と幸区

後秀丈   戻 年年医

霧工■特,J景 む口台導底

埋裏繁智
〉
己整忠医

鶴あ農 卑 弁率医

☆ rぉしぃちゃんの宝強Jと いう自をして原4の 恐
ろしさ 原畑で動かつた人のさヤびや苦しみがよく

わぶりました。そして平和の大切さを実臨しまし
た 1!私 は こ の文化景に4回多加させてもらい2

口a電 素資をいたださました み んなが一つになる
ことの難しさや凛習は大変だつたけれど こ んな役
や友上ができて良い思い出になりました

醸 の部 最 こ秀費 六 芝学区0年 日 t8震】

☆私は リ サイクルエ作で 木 くすを使い六ンタン
トと■を作りました ■ ■はすぐに持てているヽの
がほんの少し手を加えるだけで 温 うものに生まれ
交わってまた役に立つのだなると思いました。
いよいよ 幡 集完ま  な んと最優矛■になつて

びっくりしました。
こども違はベンダントを見て 「かわいいJと 言つ

てくれました。手は大人の人たちが民味をもってく
れました。「学に勢いがあるJといつてほめてくれま
した と てもうれしかったです。「一生懸命作ってよ
かつたなあ」とるいました。これからも木やペット
ボトルなどを使つて工作にtt磁していきたいです。
どんなものにも命があるのだから 私 ももつと朝を
大切にして使えるものは最後まで使い 少 しでもゴ

ミのない軍境になるよう努力してい告たいです.

【侍品のO tEE舜 景 己 宴学区0年  を ヨ脚

,,、 』 円昭E71日 |‐

受賞おめてとう1

=子ビむ絶うのはヨ=



みんなで バ スに乗つて安佐北区の月野瀬神社に行きまt/た 神 社の周

りの山には木がたくさん生えていました 本 がありすぎるとB光 が当たら

ないので 竹 を切ることになりました シ エアリーターさんたちに手伝ぅ

てもらいながら 行 を切つてI作 をしました。はしを作つたり湯るみなど

を作りました。作つているうちにほかの小学校の人たちと伸良くなりまし

た。お昌ご とんはや社の周りに住んでいる方に豚汁と炊き込みごはんを作

っていただきました 生 えている木を切つたのは初めてでめずらしい体験

ができました

丼□小 6年   堀 日早希

年)リ ーダー ?ワ 寺慮のお動

6月  開 議式 (男子 21人 女 子 15人〉

7月  三 滝少年自然の家にて一泊研修

そうめん流しおいt/かつたよ 1

11  8骨月 留倉丹年活揮サ夢寧量
習もしました

受季球技大会ではもチームにインタビ]―

新向記者になつた気分 C
10月  末 田川の源流を求めて冠山奎山

Ⅲ2月  =滝 少年自然の家で野外娯飯

1月  己 理の河川敷で手作 り凧場げ 襲 しかつた―

2月  ウ ォークラリー

3月  間 山にて 2泊 3B県 外研修

世界文化遺産の燈路域も見学

4月  開 校式

18年 度の年少 リーダー研修申し込み待つてます !

ヽ
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1 , 3 回

0ヽ 2回

3 3回

女子学年別の部

優 梼   己 突学区 己 差ネ町―T日 子ども会 ヽ 1を回

準優勝  僕 年字区 茂 年子ども会      60回

三 t  =篠 字区 =滝 本町子ども会     50ロ

フリーの部 有 ‐ 圭 ■モ ー オ・キ■=十 =ァ を
二

二袴学区 三 篠本町―T目 子ど 会ヽ  286ロ

三経字区 こ 花町手ども奎      267回

己斐学区 己 接本町―T目 子ども会  ｀ 86電

今年の大姿 `例年になく 室内爺茂とよいえ晴天に志まれ

晴々とした塩分て 手どもたちもう加してくれたようですね

合蝦も常気ムラムレで す まらしい配録もt‐くぞ(!特 に

三能字区子ども会の大会配鎮は 長い大会の中でも す ま

ぬけており 3分間のトライアルヽ 来年 ま検討漂題となりま

した に学年から高学年 モして有茂者の三位一体となる

西区子どヽ 会ぶ誇る 長縄とび■―どう小全学区て 採年も

虜ウ上げていきまつし=い ! |

体育部長 中 淳 括明

勝

麟

位

機

優

と

≡
一

,す

i◆◆◆ 第 26回 西区子ども会冬季競技大会 (長縄とび)● ●●!

寝 勝  高 須学匠

峯ほ勝  二 篠字区

三 位  己 斐学区

高須子ども=

=滝 的子ども全

己接本町一T目 子ども会

十 1‐‐■■■■1幸 ■■ヤ

t'ぃ十)総 合 優 勝 二経常区 ‐ ′ヽ  ‐



脅蔵書中猶輛修 ナ|ヤ

研鶴 J部長  植 木 敏 充

(H17 6 11～ 6 12 =滝 り年自然の家)

お忙しい中多くの方に多加しヽただき ス タッフー同感謝しております
“B日は コ ミュニケーションゲームとキャンフファィャー ニ 日目の

グループ討譲こ野外炊額 隈 られた時間の中でのプログラムに慌しさも

ありましたな 「参加してよかった,と いう声を聞さ ホ ッとした次第

です こ れからの子とも会活動にこの研修で宇んにこと力【少しでも

活かされれば幸いと愚ぃます
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古口学区

己受上草区

広留係はいの支えてもあり 新しい外
からの子■ての学どでをある 確 力■
よ地車とのつ4が けこなつています

労0開 神学四

地要で子どもとを'す oていく必軍に
はますます高くなって| るヽめに 大材
不足にジレンマを感略 ぼおヽりです

己受学日

十ど,て ぃます 天古争区

高宏学E

i専 を述し子どもこと強れ合い
宗所気な実臨や■到な壊としこ
たくさんの元気をもら,■
1年でした

◎

▲ A 4 4 ム
▲ ▲ ハ ト ▲ ▲ ▲ ▲ 4 ム ム ▲ @

編集後記

子どもを取り巻くさまざまな癌ましい事件が発生した年となりました
子ども会活動にも影響がなかつたわけではありません そ んな中にあっても 各 学区の
広報部員さんの協力のもと 今 年も広報紙は自分たちの手での合い言葉て 『西区つ子』
23号 を発行することが出来ました こ れも皆樽方のお"wすだと感謝しています

0 0

く
，

０
吉日駐昭

～

百庄書のつ春や書

◎
▼▼ ▼'▼ ▼▼ママ▼▼▼レン▼▼■◎

;手 が行われるたJ日をキラキラ
It小せ 人の輸をと 'ていく子ども
と これわちとても期いしています
案しかったョ

多くの子ども重の要臨を見ることがで
ま ■■■体はなャ宮ました 地類の
書さんに支えられ臨前の1年でした

キ0学 区

,年 は子ども会活動をおして子ど与
とが一生な命打ればっている捺子を
■て 元気をもらつた1年でした

断がこ学区

大敵が少ない分 高学年0お 兄ち,ん
お姉争 んが大汚赳 みんな“兄嫌み
たいなどころてすよ    山 口学区

子ど↓草活動を通してもHO方 々
と共に子どもとを育て見すラていく
ことの大切さ=,騒 t夕した

要■学区

'くの子どもまとおれ合い ■,キラ
"く直おらたくさんのパウー=もううこ
とめて出来ました 充実していました

丼日古■区

地“どの交流の中で 子どもとを
言てることの大切さを感した1■てし
た 手ども会がtのなとしこなれば
と 思います

X辛 球技大奈になまり まり,ども寄ワ
ヽ小学“のⅢⅢとかまぐをし〈車しい―

面 をしい,作 あヽウをヽさせられ`1年
になツました

己受責学区

4■ としても斬米の私ですが 周ゥ
の方々にョかく宝えていたてき
景手仕=をとめることがで=ました
ありがをう=ざいました

々4草 広

切めてのは電のと手 子ども会のお
ヒほと大=でしたが 官さんこ助け
ていたてき 自分も言つた1年てした

こ穫■区

ヨ岳球に大会 ュ草ほ率各大会 とん
どと 年m市 'を通して子どをこと地
々の人ととの=売 を目指してち【ん

0。
広報部長


